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研究成果の概要（和文）：難治性癌の代表である膵癌・胆道癌の病態には、癌細胞の上皮間葉転換を伴う浸潤増
殖および脈管侵襲を介した転移が関与している。胆管癌細胞株とヒト間葉系幹細胞株との共培養系モデルにおい
て、癌細胞株の形態変化、免疫組織染色で、癌細胞に上皮間葉転換が生じることを明らかにした。また、共培養
を施行した胆管癌細胞株において、DEC1 の発現が上昇していることを、RT-PCR を用いて明らかにし、時計遺伝
子の制御のもと、癌微小環境が形成されることが示唆された。生体に近い癌微小環境モデル (リンパ管組織を含
む三次元培養モデル) を作製し胆管癌細胞株がリンパ管に浸潤する組織像を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：Pancreato-biliary cancer is one of the most aggressive malignancies in 
humans. Its aggressive phenotypes are thought to be associated with invasive tumour growth via 
epithelial mesenchymal transition. We clarified that in a co-culture model of cholangiocarcinoma and
 human mesenchymal stem cell lines, carcinoma cells indicate mesenchymal transition by morphological
 changes and immunohistochemical staining.  In addition, using RT-PCR, it was clarified
that the expression of DEC1 is elevated in a co-cultured model, and it was suggested that the cancer
 microenvironment is formed under the control of the clock gene. Furthermore, we could obtain an 
image of cancer cells infiltrating the lymph vessel in a cancer microenvironment model 
(three-dimensional culture model including the lymphatic vessel tissue).

研究分野：人体病理学
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１．研究開始当初の背景 
膵癌ならびに胆道癌は、生命予後がきわめ
て不良で、難治性癌の代表とされている。 
(1) 癌の増殖・浸潤・転移といった生物学
的な特性は、癌細胞のみで決定されるも
のではなく、癌細胞のおかれた微小環境
下での間質との相互作用が影響してい
ると考えられている。特に間質の線維化
を顕著に伴う膵癌・胆道癌の発育進展に
は、他臓器の癌とは異なる病理学的特徴
がみられる (J Hepatobiliary Pancreat 
Sci, 2014)。その特徴は、浸潤病巣での
間質の線維化である。この線維化を形成
する線維芽細胞は、αSMA陽性を示す、
筋線維芽細胞の特徴を有しており、癌関
連線維芽細胞 (Cancer associated 
fibroblast ; CAF) として注目されてい
る。また、この CAF は癌細胞の上皮間
葉転(epithelial-mesenchymal 
transition, EMT) にも関与しているこ
とが明らかとなっている。我々の胆管癌
を用いた研究で、原発巣、リンパ節転移
巣において CAFの増生が多い症例では
予後不良となることを明らかにした。ま
た、大腸癌においても同様の結果を得て
いる (Oncol Rep, 2016)。従って、癌と
間質を考慮した癌微小環境を解析する
ことは、従来の細胞のみをターゲットと
した解析に比べ、より生体に近い環境を
反映し、臨床応用・治療へ寄与するもの
と考えられる。 

(2) 生物の生理機能・代謝・行動は、脳の
視床下部（視交叉上核）で駆動されてい
る中枢性の生物時計が刻む約 24時間周
期の概日リズムにより調節されている。
この生物時計（概日リズム）は時計遺伝
子の発現により制御され、その機能解析
が進みつつある。我々の研究室は、DEC
遺伝子 (DEC1および DEC2) が時計遺
伝子ファミリーに属することを解明し、
さらに変異型 DEC遺伝子を用いて時計
遺伝子のフィードバック機構について
明らかにするなど、DEC遺伝子解析に
関して世界に先駆けた研究を行い、評価
を受けている (Int J Mol Med 17: 
1053-1056, 2006; Eur J Biochem 271, 
4409-4419, 2004; Nature 419, 841-844, 
2002)。さらに我々は、DECが概日リズ
ム（生物時計）の調節に加えて、血管新
生・アポトーシス制御や腫瘍細胞増殖な
どの病態機序と関連していることを報
告している (Genes Cells 15: 315-325, 
2010; Genes Cells 13: 131-144, 2008)。 

 
２．研究の目的 
膵・胆道癌の持つ高悪性度形質の特性と
して、早期病変より癌細胞周囲に線維化
が生じ、リンパ管侵襲・静脈侵襲・神経
周囲浸潤が顕著になることが挙げられ
る。我々は、この癌微小環境形成が、概

日リズムを形成する時計遺伝子 (bHLH
型転写因子) を基盤に形成されるという
仮説に基づき、時計遺伝子の発現と、癌
細胞増殖・癌細胞－間質との相互作用の
機序を証明することで、癌微小環境の病
態解明と、増殖制御機構の構築を明らか
にし、臨床応用への展開を目的とする。 

 
３．研究の方法 
前述の背景と実績に基づき、我々は、
膵・胆道癌では生物時計が関与する概日
リズムの下で、特徴的な間質変化を伴う
微小環境が形成され、細胞増殖、脈管侵
襲が行われると考えている。本研究では、
難治性癌の代表である膵・胆道癌の悪性
度を規定する癌微小環境因子を、癌と間
質・時計遺伝子との相互作用に着目し以
下の項目で証明する。 

(1) 癌微小環境を形成するために、癌細胞
とヒト間葉系幹細胞を共培養し、ヒト間
葉系幹細胞の癌関連線維芽細胞への分
化を明らかにする。 

(2) 癌細胞と癌関連線維芽細胞との共培養
により、癌の悪性形質転化、時計遺伝子
の発現を確認する。 

(3) リンパ管・血管を有する三次元培養組 
モデルを作製し、癌細胞の脈管侵襲、間
質との相互作用、時計遺伝子の関与を明
らかにする。また、時計遺伝子を過剰発
現、またはノックダウンすることで、癌
微小環境への影響、癌細胞の悪性形質転
化への影響を明らかにする。 

(4) 癌微小環境下において、サイトカイン
が癌細胞に及ぼす影響と、時計遺伝子発
現との相互作用を明らかにする。 

 
４．研究成果 

(1) 胆管癌細胞株とヒト間葉系幹細胞株と
の共培養系モデルにおいて、癌細胞株の
形態変化、免疫染色で、癌細胞における
vimentin の発現上昇、E-cadherin の発
現低下といった、上皮間葉転換が生じる
ことを明らかにした。 

(2) 胆管細胞株とヒト間葉系細胞株との共
培養系において時計遺伝子の関与を検
討したところ、共培養を施行した胆管癌
細胞株において、DEC1 の発現が上昇し
ていることを、RT-PCR を用いて明らか
にし、時計遺伝子の制御のもと、癌微小
環境が形成されることが示唆された。 

(3) 生体に近い癌微小環境モデル (リンパ
管組織を含む三次元培養モデル) を作
製し胆管癌細胞株がリンパ管に浸潤す
る組織像を得ることができた。 
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